
静岡新聞で学ぼう
２０２２年 ６月１１日朝刊記事を読んで、問いに答えましょう。

年 組 名前
（小学校高学年～中学校／道徳、特別活動、総合）

作問者：静岡新聞ＮＩＥコーディネーター 矢沢和宏

①野口さんは宇宙からどんな地球を見ることができましたか。

（ ）

②野口さんは宇宙でどんな恐怖を感じましたか。

（ ）

③野口さんはどんな経験を通して、「生きていることは奇跡」と認識
しましたか。

④自身の体験を通して野口さんが次世代に伝えたいことは何だと
思いますか。５０字以内で書きましょう（句読点を含みます）。
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解答例

（例）こうこうと輝く（眼下の地球）／まばゆい輝き（の地球）
海や雲が移り変わり、多彩な表情を見せる水の惑星 など

（例）星すら見えない暗闇／「３６０度、光が来ない何もない景色」
「手を離せば無の世界に行ってしまう」 など

（例）放っておくと自分は死ぬという宇宙の状況で、
命を続けることの大変さを認識できた経験。

（例）死が満ちる宇宙空間に行った経験。 など

（例）宇宙から見た地球のように、解決の難し
い問題も、普段は気付かない視点から見ると、
解決できることもある。（５０字） など


